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平成27年度 日本大学高等学校・中学校同窓会収支決算書
自 平成27年4月 1 日
至 平成28年3月31日

収入の部

以上報告いたします。　　平成28年3月31日
日本大学高等学校・中学校同窓会会長　　長谷川武雄

　　　　　　　　　　　会計　　飯田　仁志
　　　　　　　　　　　会計　　金子　貴仁

　　　　　　　　　　上記監査の結果正確であると認めます。
日本大学高等学校・中学校同窓会会計監査　　斎藤　善徳

遠山　忠司

平成28年度 日本大学高等学校・中学校同窓会収支予算書
自 平成28年4月 1 日
至 平成29年3月31日

収入の部

支出の部
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発 行 所

日本大学高等学校中 学 校

同窓会櫻友委員会

〒223－8566
横浜市港北区箕輪町2－9－1

電話（045）560－2600
FAX（045）560－2610

＜母校HPアドレス＞
http://www.nihon-u.ac.jp/
                 orgni/yokohama/
＊同窓生のページもございますので
　是非ご覧ください。

学
制
の
略
号
は
次
の
通
り

旧
中
＝
旧
制
中
学

旧
商
＝
旧
制
商
業

二
商
＝
第
二
本
科
商
業

新
譜
＝
新
制
普
通
科

新
商
＝
新
制
商
業
科

定
普
＝
新
制
定
時
制
普
通
科

定
商
＝
新
制
定
時
制
商
業
科

担当：矢向

：マーケティング・企画・制作・印刷

科　　　目 当 年 度 予 算 額 当 年 度 決 算 額 増　　　 減（ △ ） 摘　　　　　　　　　　　　　　　要
総 務 費 500,000 160,000 340,000 お祝い、その他
通 信 費 350,000 303,694 46,306 総会・役員会の通知郵送、その他郵送
印 刷 費 3,000,000 3,277,223 △ 277,223 桜友印刷(桜友郵送費を含む)、同窓会委員名簿印刷
交 通 費 20,000 0 20,000
総 会 費 6,000,000 5,377,686 622,314 会場、記念品、福引、表彰、写真
委 員 会 費 1,700,000 1,352,348 347,652 役員会(2回)、委員会(2回)
ＯＢ・クラス会費 650,000 300,000 350,000 クラス会(20回)、OB会(1回)
母 校 援 助 費 1,600,000 1,555,129 44,871 卒業記念品、奨学金(50万円)、桜苑祭補助(30万円)
慶 弔 費 350,000 235,330 114,670 結婚祝儀、教職員関係者葬儀香典
雑 費 500,000 420,263 79,737 事務用品、文具、振替手数料、名簿作成事務費、130周年記念事業
予 備 費 9,171,046 0 9,171,046
次 期 繰 越 金 0 10,850,363 △ 10,850,363 平成28年度運営費8,940,000円(上記会費収入)を含む

計 23,841,046 23,832,036 9,010

科　　　目 当 年 度 予 算 額 当 年 度 決 算 額 増　　　 減（ △ ） 摘　　　　　　　　　　　　　　　要
総 　 務 　 費 200,000 500,000 △ 300,000 お祝い、その他
通 　 信 　 費 350,000 350,000 0 総会・役員会の通知郵送、その他郵送
印 　 刷 　 費 3,300,000 3,000,000 300,000 桜友印刷(桜友郵送費を含む)、同窓会委員名簿印刷
交 　 通 　 費 10,000 20,000 △ 10,000
総 　 会 　 費 6,000,000 6,000,000 0 会場、記念品、福引、表彰、写真
委 員 会 費 1,500,000 1,700,000 △ 200,000 役員会(2回)、委員会(2回)実施予定
ＯＢ・クラス会費 500,000 650,000 △ 150,000 クラス会、OB会
母 校 援 助 費 1,600,000 1,600,000 0 卒業記念品、奨学金(50万円)、桜苑祭補助(30万円)
慶 　 弔 　 費 350,000 350,000 0 結婚祝儀、教職員関係者葬儀香典
雑 　 　 費 500,000 500,000 0 事務用品、文具、振替手数料、名簿作成事務費、130周年記念事業
予 　 備 　 費 7,630,363 9,171,046 △ 1,540,683

計 21,940,363 23,841,046 △ 1,900,683

科　　　目 当 年 度 予 算 額 当 年 度 決 算 額 増　　　 減（ △ ） 摘　　　　　　　　　　　　　　　要
会 費 8,940,000 8,940,000 0 @20000円×447名（平成28年3月に入金、平成28年度の運営費）
総 会 会 費 900,000 885,000 15,000
委 員 会 会 費 400,000 320,000 80,000
雑 収 入 200,000 285,990 △ 85,990 学校よりお祝い・その他
前 期 繰 越 金 13,401,046 13,401,046 0

計 23,841,046 23,832,036 9,010

科　　　目 当 年 度 予 算 額 当 年 度 決 算 額 増　　　 減（ △ ） 摘　　　　　　　　　　　　　　　要
会 　 　 費 9,540,000 8,940,000 600,000 20,000円×477名(平成29年3月に入金、平成29年度の運営費)
総 会 会 費 900,000 900,000 0
委 員 会 会 費 400,000 400,000 0
雑 　 収 　 入 250,000 200,000 50,000
前 期 繰 越 金 10,850,363 13,401,046 △ 2,550,683

計 21,940,363 23,841,046 △ 1,900,683

　

日
本
大
学
高
等
学
校
・
中
学
校
で
は
２
つ
の
新
し
い
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。

１
つ
め
は
、
中
学
生
の
新
コ
ー
ス
。
今
年
度
の
中
学
１
年
生
か
ら
新
ク
ラ
ス
が
開

設
さ
れ
、グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
ズ
コ
ー
ス
と
Ｎ.

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
コ
ー
ス
の
２
コ
ー

ス
に
分
か
れ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
ズ
コ
ー
ス
は
今
ま
で
の
コ
ー
ス
か
ら
発

展
し
、
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
っ
た
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
指
す
。
コ
ー

ス
の
特
徴
で
あ
る
英
語
教
育
で
は
、
中
学
よ
り
ア
ジ
ア
や
ア
メ
リ
カ
と
い
っ
た
海

外
へ
の
研
修
が
始
ま
る
。
ま
た
、
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
３
名

の
学
生
を
受
け
入
れ
、
授
業

や
Ｈ
Ｒ
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
日

本
大
学
16
学
部
と
の
連
携
に

よ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
、様
々

な
体
験
学
習
を
行
う
な
ど
内

容
も
豊
富
で
あ
る
。

　

新
し
い
取
り
組
み
の
２
つ

め
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
で
あ
る
。

教
室
内
に
電
子
黒
板
を
設
置
、

中
学
１
年
生
と
高
校
１
年
生

か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用

い
た
授
業
も
始
ま
っ
た
。
授

業
内
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
や
り

と
り
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
い
、

相
互
理
解
を
深
め
て
い
る
。

　

新
し
い
教
育
が
伝
統
で
受

け
継
が
れ
て
い
る
校
風
と
相

ま
っ
て
、
さ
ら
に
力
強
い
日

本
大
学
高
等
学
校
・
中
学
校

に
な
る
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
。

新
し
い
学
び
の

幕
開
け

新
し
い
学
び
の

幕
開
け
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ご
あ
い
さ
つ

日
本
大
学
高
等
学
校
・
中
学
校
長
　
漆
　
間
　
弘
　
好

（３） 第52号

同
窓
会
の
組
織
と
活
動
資
金同

窓
会
会
長
　
長
谷
川
　
武
　
雄

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
（
同
二
一
条
）。

　

同
窓
会
の
最
高
の
議
決
機
関
は
委
員
会

で
あ
り
、
毎
年
五
月
と
一
月
に
開
か
れ
る

慣
例
と
な
っ
て
い
ま
す
（
同
一
七
条
）。

　

委
員
の
選
任
は
各
級
会
の
代
表
男
子
一

名
、
女
子
一
名
、
各
ク
ラ
ブ
の
代
表
二
名

以
内
を
選
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、

委
員
会
の
議
を
経
れ
ば
増
員
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
同
九
条
）。

　

同
窓
会
の
活
動
資
金
は
基
本
的
に
は
会

員
が
卒
業
時
に
納
め
る
終
身
会
費
（
現
在
は

二
万
円
）
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
、
臨
時
会
費
と

し
て
総
会
や
委
員
会
の
開
催
時
に
当
日
の

会
費
を
出
席
者
に
負
担
し
て
頂
い
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
以
外
に
は
収
入
は
見
込
め
ず
、
稀

に
寄
付
金
が
あ
る
く
ら
い
で
す
。

　

従
っ
て
同
窓
会
の
活
動
資
金
と
し
て
は

終
身
会
費
の
み
を
当
て
に
す
る
こ
と
に
な

り
、
当
該
年
度
の
卒
業
生
の
人
数
分
の
終

身
会
費
に
よ
り
そ
の
年
の
支
払
を
賄
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

同
窓
生
は
、
等
し
く
終
身
会
費
を
負
担

し
て
い
る
の
で
、
会
か
ら
す
れ
ば
会
員
は

等
し
く
総
会
に
出
席
し
た
り
、
会
の
活
動

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
こ

と
を
前
提
に
会
を
運
営
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

か
つ
て
は
、
総
会
の
開
催
通
知
や
広
報

誌
で
あ
る
「
櫻
友
」
を
五
月
の
委
員
会
の
出

席
者
に
だ
け
渡
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
出
席
者
の
中
の
希
望
す
る
会
員

に
葉
書
に
印
刷
さ
れ
た
総
会
開
催
通
知
（
計

二
百
か
ら
三
百
枚
）
を
交
付
し
て
、
一
般
会

員
に
出
席
要
請
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
頃
は
、
総
会
出
席
者
は
一
〇
〇
名

位
で
し
た
。

　

そ
こ
で
出
席
者
を
増
や
す
た
め
に
新
入

会
員
か
ら
は
会
費
を
徴
収
し
な
い
こ
と
に

す
る
等
の
工
夫
を
し
ま
し
た
が
、
出
席
者

は
百
数
十
名
に
留
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
運
営
方
法
は
、
会
則
一
五
条
に
い

う
「
全
会
員
が
相
つ
ど
い
」
の
精
神
に
適
合

し
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
私
は
会
長
就
任
以
来
同
窓
会
の

活
性
化
の
第
一
目
標
と
し
て
、
総
会
開
催

通
知
と
広
報
誌
櫻
友
を
で
き
る
だ
け
多
く

の
同
窓
生
に
送
付
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
同
窓
会
の
活
動
状
況
を
多

く
の
同
窓
生
に
知
っ
て
貰
い
、
総
会
通
知

に
よ
り
総
会
に
参
加
す
る
機
会
を
持
っ
て

戴
け
る
と
考
え
、
役
員
・
委
員
の
皆
様
に

お
諮
り
し
て
御
賛
同
を
頂
き
実
行
し
て
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
総
会
参
加
者
が
増
加
し
、

一
番
多
か
っ
た
八
〇
周
年
記
念
総
会
で
は

五
〇
〇
名
を
超
え
る
参
加
を
得
る
こ
と
に

成
功
し
ま
し
た
。

　

他
方
こ
う
し
た
多
く
の
会
員
に
総
会
通

知
や
櫻
友
を
配
布
す
る
に
は
多
額
の
費
用

が
か
か
り
ま
す
。

　

又
総
会
の
参
加
者
が
増
え
れ
ば
、
会
場

に
支
払
う
飲
食
費
も
増
加
し
ま
す
。

　

最
近
の
予
算
決
算
を
見
る
と
、
支
出
と

し
て
の
総
会
費
は
五
〇
〇
万
円
程
度
で
、

他
方
収
入
と
し
て
の
総
会
費
は
九
〇
万
円

程
度
で
、
そ
の
差
額
分
を
会
の
会
計
か
ら

補
填
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

因
み
に
事
務
局
に
総
会
に
要
す
る
参
加

者
一
人
当
り
の
経
費
は
い
く
ら
に
な
る
か

聞
い
た
と
こ
ろ
、
一
万
一
〇
〇
〇
円
位
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

総
会
で
徴
収
し
て
い
る
会
費
は
一
人

五
〇
〇
〇
円
な
の
で
参
加
者
一
人
に
つ
き

六
〇
〇
〇
円
を
会
が
補
填
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
補
填
金
の
財
源
は
新
入
会
員
が
負

担
し
た
終
身
会
費
で
す
。

　

会
員
に
配
布
し
て
い
る
総
会
通
知
と
「
櫻

友
」
の
印
刷
費
と
送
料
は
三
五
〇
万
円
程
度

で
す
。

　

こ
の
二
つ
の
使
途
を
較
べ
て
み
る
と
、

総
会
の
通
知
や
櫻
友
の
印
刷
郵
送
費
は
、

会
員
全
員
に
対
し
て
等
し
い
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
で
あ
る
の
に
対
し
、
総
会
の
飲
食
の

補
填
は
会
員
の
中
の
総
会
参
加
者
に
の
み

向
け
ら
れ
た
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

総
会
の
費
用
負
担
の
あ
り
方
と
し
て
は
、

そ
の
開
催
通
知
や
配
付
物
（
桜
友
を
含
む
）

に
要
す
る
費
用
は
会
の
一
般
費
用
で
負
担

し
、
飲
食
に
要
す
る
費
用
は
基
本
的
に
は

参
加
者
の
負
担
と
す
る
の
が
常
識
に
叶
う

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

総
会
費
用
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
経
費

が
安
く
済
む
会
場
を
探
す
と
か
、
費
用
の

内
訳
を
精
査
し
て
い
く
（
例
え
ば
コ
ン
パ
ニ

オ
ン
派
遣
を
止
め
れ
ば
四
〇
万
円
程
度
の

費
用
の
節
減
と
な
る
）
な
ど
の
工
夫
が
必
要

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

総
会
開
催
通
知
や
櫻
友
は
、
パ
ソ
コ
ン

や
携
帯
電
話
の
普
及
状
況
を
考
え
れ
ば
、

近
い
将
来
に
は
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
立
ち
上
げ
て
、
会
員
に
閲
覧
し
て
貰
え

ば
通
信
印
刷
費
の
節
減
に
繋
が
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

私
の
関
係
し
て
い
る
弁
護
士
会
・
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
謡
曲
会
は
既
に
こ
れ
を

実
現
し
て
い
ま
す
。

　

良
い
知
恵
が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
事
務
局
に

お
知
ら
せ
頂
き
た
い
と
希
望
し
て
い
ま
す
。

第
九
代
会
長
　
　
略
　
歴

　

昭
和
二
二
年
四
月
三
日
横
浜
市
都
筑
区

で
出
生
、
昭
和
三
五
年
四
月
日
本
大
学
中
学

校
入
学
、
在
学
中
弁
論
部
に
所
属
、
全
国
高

校
弁
論
大
会
で
二
回
優
勝
、
高
校
二
年
一
八

代
生
徒
会
会
長
、
昭
和
四
一
年
四
月
日
本
大

学
法
学
部
入
学
、
在
学
中
大
学
紛
争
を
経

験
、
昭
和
四
五
年
三
月
同
学
部
卒
業
、
昭
和

四
八
年
司
法
試
験
合
格
、
昭
和
五
一
年
四
月

弁
護
士
登
録
（
横
浜
弁
護
士
会
所
属
）、

趣
味　

読
書
、
観
世
流
謡
曲

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
い
つ
も
会
の
事
業

に
御
協
力
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
回
は
同
窓
会
の
組
織
と
活
動
資
金

に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

同
窓
会
は
日
本
大
学
中
学
校
・
高
等
学

校
（
旧
制
日
本
大
学
第
四
中
学
校
・
同
第
四

商
業
学
校
を
含
む
）
の
卒
業
生
を
正
会
員
と

し
、
母
校
の
教
職
員
及
び
旧
教
職
員
を
特

別
会
員
と
し
て
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
（
会
則

四
条
）。

　

同
窓
会
の
総
会
は
毎
年
六
月
第
三
金
曜

日
に
全
会
員
が
相
つ
ど
い
、
会
員
並
び
に

恩
師
と
の
親
交
を
深
め
、
会
の
目
的
達
成

に
努
力
す
る
と
共
に
、
委
員
会
の
決
定
事

項
等
の
報
告
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
（
同
一
五
条
）。

　

尚
総
会
の
日
時
の
会
員
に
対
す
る
通
知

方
法
は
、
そ
の
都
度
委
員
会
で
決
定
す
る

　

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
付
け
で
日
本

大
学
高
等
学
校
・
中
学
校
の
校
長
職
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
五
年
よ
り

高
等
学
校
教
頭
と
し
て
学
校
運
営
に
携
わ

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
の
大

任
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
て
、
今
ま
で
以
上

の
重
責
と
使
命
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

本
校
に
は
、
昭
和
六
十
一
年
よ
り
三
十
年

間
奉
職
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
、
学
級

担
任
と
し
て
、
二
十
年
間
に
七
ク
ラ
ス
の

卒
業
生
を
担
当
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
学
年
主
任
、
教
務
部
主
任
を
担
当

し
て
、
部
署
ご
と
の
業
務
を
遂
行
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
三
十
年
間
に
本
校
は
大
き

く
変
遷
し
て
き
ま
し
た
。
校
舎
の
新
築
も

何
度
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
も
大
き
な
校

舎
の
変
化
は
十
一
年
前
の
本
館
・
ア
リ
ー

ナ
完
成
で
す
。
旧
来
の
校
舎
の
大
半
を
取

り
壊
し
、
新
築
す
る
と
い
う
大
幅
な
変
更

で
し
た
。
先
日
、
来
校
さ
れ
た
芸
能
人
の

卒
業
生
は
「
私
の
校
舎
は
ど
こ
に
行
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
」
と
お
聞
き
に
な

ら
れ
た
ほ
ど
の
変
貌
で
す
。
卒
業
生
の
皆

様
の
中
に
は
、
新
し
い
本
校
を
ご
存
じ
な

い
方
も
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

り
ま
し
た
。
新
コ
ー
ス
の
理
念
が
受
験
生

の
方
に
ご
理
解
い
た
だ
け
た
た
め
で
し
ょ

う
か
、
私
学
募
集
に
は
厳
し
い
時
代
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
前
年
比
五
十
六
％
増
加
の

応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
両
コ
ー
ス
と

も
中
学
１
年
次
よ
り
日
本
大
学
の
各
学
部

を
訪
問
し
て
、
本
学
の
教
育
理
念
・
目
的

で
あ
る
「
自
主
創
造
」
の
達
成
を
促
進
す
る

環
境
に
早
く
か
ら
馴
染
み
、
益
々
進
展
す

る
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材

の
育
成
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
・
高
校
と
も
に
、
本
年
度

よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
教
育
に
、

本
格
的
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
高
度

に
、
急
速
に
転
変
す
る
教
育
界
の
最
先
端

の
教
育
体
制
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
部
活
動
の
輝
か

し
い
成
果
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
昨
年

度
全
国
制
覇
を
果
た
し
た
ラ
ク
ロ
ス
部
は
、

今
年
は
残
念
な
が
ら
全
国
準
優
勝
で
し
た

が
、
２
年
連
続
し
て
大
健
闘
し
て
い
ま
す
。

ス
キ
ー
部
で
は
個
人
で
全
国
準
優
勝
の
快

挙
が
あ
り
ま
し
た
。
体
操
部
で
は
、
リ
オ

五
輪
の
最
終
選
考
に
挑
ん
で
い
る
選
手
も

い
ま
す
。
硬
式
野
球
部
は
春
の
関
東
大
会

に
十
一
年
ぶ
り
に
出
場
を
果
た
し
、
夏
の

全
国
大
会
予
選
に
向
け
て
調
子
を
上
げ
て

い
ま
す
。
こ
の
他
、
数
多
く
の
部
活
動
等

で
後
輩
た
ち
が
生
き
生
き
と
活
動
し
て
お

り
ま
す
。
ど
ち
ら
か
で
、
本
校
生
徒
の
活

動
に
触
れ
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
と
も
激
励
の
お
声
掛
け
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

同
窓
会
な
ら
び
に
同
窓
生
の
皆
様
の
ご

発
展
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し

ま
し
て
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

一
度
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
足
を
お
運
び
い
た

だ
き
、
そ
の
変
貌
振
り
を
実
感
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
実
際
に
、
私
自

身
で
ご
案
内
し
た
件
も
多
数
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
と
き
に
、
多
く
の
方
々
の
感
想
で
圧

倒
的
に
多
い
も
の
が
、「
数
多
い
女
子
生
徒

の
活
発
さ
」
と
「
全
生
徒
の
心
の
こ
も
っ
た

明
る
い
挨
拶
」
の
印
象
で
す
。
校
訓
の
「
情

熱
と
真
心
」
を
如
実
に
体
感
で
き
る
と
の
こ

と
で
す
。
現
在
の
校
舎
は
大
き
く
５
棟
か

ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
①
教
員
室
、
事

務
室
、
図
書
館
が
あ
り
高
校
ク
ラ
ス
ル
ー

ム
の
あ
る
高
級
感
溢
れ
る
本
館
②
食
堂
、

購
買
部
、
保
健
室
が
あ
り
中
学
ク
ラ
ス
ル

ー
ム
の
あ
る
記
念
館
③
プ
ー
ル
、
柔
道
場
、

剣
道
場
が
あ
る
総
合
体
育
館
（
フ
レ
ン
ド
リ

ー
ア
リ
ー
ナ
）
④
従
来
の
体
育
館
を
全
面
改

装
し
た
さ
く
ら
ホ
ー
ル
。
以
上
の
４
棟
は

渡
り
廊
下
で
つ
な
が
り
、
雨
天
時
も
ぬ
れ

る
こ
と
な
く
移
動
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、

⑤
生
徒
会
室
、
各
部
室
の
あ
る
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
で
す
。
こ
の
他
に
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
は
合
宿
等
に
利
用
で
き
る
研
修
セ
ン
タ

ー
と
充
実
の
施
設
と
環
境
で
す
。

　

現
在
、
高
校
生
は
特
別
進
学
ク
ラ
ス
（
特

進
）、
総
合
進
学
ク
ラ
ス
（
総
進
）
の
ど
ち

ら
か
の
所
属
に
な
り
ま
す
。
最
難
関
の
国

公
私
立
大
学
へ
の
進
学
を
目
指
す
特
別
進

学
ク
ラ
ス
は
、
創
設
し
て
６
年
目
で
す
が
、

全
体
の
１/

３
が
所
属
す
る
ほ
ど
の
勢
い
で

す
。
入
試
の
際
の
偏
差
値
も
そ
れ
ぞ
れ
特

進
70
点
、
総
進
67
点
と
、
か
な
り
の
難
関

校
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
中
学
は

今
年
度
入
学
生
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
コ
ー
ス
（
Ｇ
Ｌ
）、
Ｎ.

ス
タ
ン
ダ

ー
ド
コ
ー
ス
（
Ｎ
Ｓ
）
の
２
コ
ー
ス
制
と
な

　

平
成
28
年
３
月
２
日（
水
）10
時
よ
り
、第
68
回
高
等
学
校
卒
業
式

が
挙
行
さ
れ
た
。卒
業
生
447
名
の
中
か
ら
寶
金
志
依
さ
ん
・
浅
野
花

波
さ
ん
の
両
名
が
同
窓
会
会
長
賞
受
賞
者
と
し
て
選
考
さ
れ
た
。こ

の
両
名
に
は
、長
谷
川
会
長
よ
り
賞
状
と
賞
品
が
授
与
さ
れ
た
。

　

ま
た
３
月
19
日（
土
）に
は
第
69
回
中
学
校
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
、

卒
業
生
242
名
の
中
か
ら
、
安
積
里
紗
さ
ん
に
賞
状
と
賞
品
が
授
与
さ

れ
た
。
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平
成
29
年
度

　同
窓
会
総
会
の
ご
案
内

平
成
29
年
度

　同
窓
会
総
会
の
ご
案
内

第52号（４）（５） 第52号

日本大学　　　　277名

平
成
27
年
度
行
事
報
告

1　

集
会

　

○
同
窓
会
総
会

　
　

日
時
：
平
成
27
年
6
月
19
日
（
金
）

　
　

場
所
：
横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル

　

○
委
員
会

　
　
〈
第
1
回
〉

　
　

日
時
：
平
成
27
年
5
月
15
日
（
金
）

　
　

場
所
：
横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル

　
　
〈
第
2
回
〉

　
　

日
時
：
平
成
28
年
1
月
29
日
（
金
）

　
　

場
所
：
華
正
楼

　

○
正
副
会
長
会
議

　
　
〈
第
1
回
〉

　
　

日
時
：
平
成
27
年
4
月
24
日
（
金
）

　
　

場
所
：
横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル

　
　
〈
第
2
回
〉

　
　

日
時
：
平
成
27
年
11
月
20
日
（
金
）

　
　

場
所
：
横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル

　

○
特
別
委
員
会

　
　

・
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
サ
ー
ク
ル
会

　
　

・
広
報
誌
「
桜
友
」
発
行
委
員
会

平
成
28
年
度
行
事
予
定

1　

集
会

　

○
同
窓
会
総
会

　
　

日
時
：

　
　

平
成
28
年
6
月
17
日
（
金
）　

午
後
6
時

　
　

場
所
：
横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル

　

○
委
員
会　
　
　

年
2
回
開
催
予
定

　

○
役
員
会　
　
　

年
2
回
開
催
予
定

　

○
特
別
委
員
会

　
　

・
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
サ
ー
ク
ル
会

　
　

・
広
報
誌
「
桜
友
」
発
行
委
員
会

2　

ク
ラ
ス
会
、
Ｏ
Ｂ
会
等
の
活
動
援
助

　
　

1
回
に
つ
き
1
万
円
の
援
助

私立大学  395名
早稲田大学、慶應義塾大学、上
智大学、東京理科大学、学習院
大学、明治大学、青山学院大学、
立教大学、中央大学、法政大学、
フェリス女学院大学、亜細亜大
学、杏林大学、横浜薬科大学、学
習院女子大学、鎌倉女子大学、関
西学院大学、関東学院大学、共
立女子大学、玉川大学、桐蔭横
浜大学、駒澤大学、工学院大学、
国際医療福祉大学、国士舘大学、
桜美林大学、芝浦工業大学、順
天堂大学、女子栄養大学、昭和
女子大学、昭和大学、昭和薬科
大学、神奈川工科大学、神奈川
歯科大学、神奈川大学、成城大学、
成蹊大学、星薬科大学、聖徳大学、
専修大学、創価大学、多摩美術
大学、拓殖大学、中京大学、帝
京大学、帝京平成大学、東海大学、
東京医療学院大学、東京医療保
健大学、東京家政大学、東京経
済大学、東京工科大学、東京慈
恵会医科大学、東京女子大学、東
京電機大学、東京都市大学、東
京農業大学、東京薬科大学、東
京有明医療大学、東洋英和女学
院大学、東洋大学、南山大学、日
本獣医生命科学大学、日本女子
体育大学、日本女子大学、日本
体育大学、梅花女子大学、武蔵
大学、武蔵野大学、文教大学、北
里大学、明治学院大学、明星大学、
立命館アジア太平洋大学、國學
院大学

国公立大学  15名
横浜国立大学、横浜市立大学、山
梨大学、首都大学東京、神奈川県
立保健福祉大学、千葉大学、東京
外国語大学、北海道大学

短期大学  2名
専門学校  14名
留　　学  2名

3　

平
成
28
年
度
卒
業
生
へ
の

　
　
　

同
窓
会
長
賞
贈
呈
（
2
名
）

4　

平
成
28
年
度
卒
業
生
へ
の

　
　
　

卒
業
記
念
品
贈
呈

　
　
　
　

・
印
鑑
、
印
鑑
ベ
ン
リ

5　

平
成
28
年
度
同
窓
会
奨
学
金

　
　

奨
学
金

　
　
　

第
1
種
：
3
名
、
第
2
種
：
2
名

　
　
　

※
第
1
種
、
第
2
種
と
も
各
10
万
円

計
50
万
円

6　

母
校
諸
行
事
へ
の
援
助

　
　

体
育
祭　
　

平
成
28
年
5
月
10
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
11
日
（
水
）

　
　

桜
苑
祭　
　

平
成
28
年
9
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
18
日
（
日
）

　
　
　

※
体
育
祭
、
桜
苑
祭　
　

計
30
万
円

7　

多
年
勤
続
教
職
員
へ
の

学　部 人数

法 学 部 48 

法 学 部（ 二 部 ） 6 

文 理 学 部 38 

経 済 学 部 21 

商 学 部 27 

芸 術 学 部 6 

国 際 関 係 学 部 16 

危 機 管 理 学 部 6 

スポーツ科学部 8 

理 工 学 部 43 

生 産 工 学 部 11 

工 学 部 0 

医 学 部 0 

歯 学 部 1 

松 戸 歯 学 部 0 

生物資源科学部 45 

薬 学 部 0 

短期大学部（三島） 0 

短期大学部（船橋） 1 

看 護 専 門 0 

歯 科 衛 生 専 門 0 

歯 科 技 工 専 門 0 

松戸歯科衛生専門 0 

通 信 教 育 部 0 

10　

行
事
日
程

4
月
15
日
（
金
）
正
副
会
長
会
議　

18
：
00

　
　

横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル

（
6
Ｆ　

ゆ
り
）

5
月
20
日
（
金
）
第
1
回
委
員
会　

18
：
00

横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル

（
4
Ｆ　

浜
風
）

5
月
10
日
（
火
）・
11
日
（
水
）

　
　

体
育
祭
〈
中
学
8
：
30　

高
校
13
：
00
〉

6
月
17
日
（
金
）
同
窓
会
総
会　

18
：
00

横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル

（
5
Ｆ　

日
輪
）

9
月
17
日
（
土
）・
18
日
（
日
）　

桜
苑
祭

11
月
18
日
（
金
）
正
副
会
長
会
議　

18
：
00

横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル

（
6
Ｆ　

ゆ
り
）

1
月
27
日
（
金
）
第
2
回
委
員
会　

18
：
00

中
華
街
華
正
楼

3
月
1
日
（
水
）
高
校
卒
業
式　

10
：
00

3
月
18
日
（
土
）
中
学
卒
業
式　

10
：
00

　
　
　

記
念
品
贈
呈
（
8
名
）〈
敬
称
略
〉

　

○
30
年
（
1
名
） 

峯
岸
義
則
（
社
会
科
）

　

○
20
年
（
1
名
） 

前
原　

雅
（
理
科
）

　

○
10
年
（
6
名
） 

大
木
治
久

（
高
校
教
頭
、
英
語
科
）

佐
藤
俊
宏
（
理
科
）

林　

辰
典
（
社
会
科
）

三
田
一
雄
（
芸
術
科
）

山
内
大
輔（
保
健
体
育
科
）

8　

定
年
退
職
教
職
員
へ
の

　
　
　

記
念
品
贈
呈
（
4
名
）〈
敬
称
略
〉

	

漆
間
弘
好
（
学
校
長
、数
学
科
）

	

入
船
洋
文
（
事
務
長
）

	

金
子
伸
一
（
保
健
体
育
科
）

	

松
川
良
隆
（
国
語
科
）

9　

広
報
誌
「
桜
友
」
な
ら
び
に

　
　
　

委
員
名
簿
の
発
行

総 

会 

次 

第

   
一
、
開
会
の
辞

   

一
、
会
長
挨
拶

   

一
、
学
校
長
挨
拶

   

一
、
多
年
勤
続
・
定
年
退
職

   　
　

恩
師
に
記
念
品
の
贈
呈

   　
　

代
表
挨
拶

   

一
、
旧
師
紹
介

   

一
、
懇
親
会

   　
　

福
引
き

   

一
、
新
制
旧
制
校
歌
斉
唱

   

一
、
閉
会
の
辞

　

平
成
29
年
度
同
窓
会
総
会
は
以
下

の
日
程
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
多
数
の
ご
出
席
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

日　

時

　

平
成
29
年
6
月
16
日
（
金
）

　

午
後
6
時
よ
り

場　

所

　

横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル

　

昨
年
度
よ
り
桜
友
と
同
窓
会
総
会

の
案
内
を
65
歳
以
上
の
方
に
は
全
員

郵
送
し
ま
し
た
。
そ
し
て
65
歳
以
下
の

方
に
は
5
年
に
1
度
郵
送
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

今
後
一
人
で
も
多
く
の
会
員
の
方
に

送
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
努
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

平成27年度進学・合格実績平成27年度進学・合格実績

ご
あ
い
さ
つ

日
本
大
学
高
等
学
校
教
頭

大
　
木
　
治
　
久

ご
あ
い
さ
つ

日
本
大
学
中
学
校
教
頭

中
　
園
　
健
　
二

　

同
窓
会
の
会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
よ
り
本
校
の
教
育
方
針
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
私
は
こ
の
度
、
平
成
28
年
４

月
１
日
付
け
で
日
本
大
学
中
学
校
の
教
頭

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
本
校
で
28
年
間

に
わ
た
り
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
数
多

く
の
教
職
員
を
は
じ
め
、
同
窓
会
・
後
援

会
の
会
員
各
位
か
ら
ご
指
導
・
ご
助
言
い

た
だ
い
た
貴
重
な
経
験
を
生
か
し
、
本
校

の
発
展
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
本
大
学
中
学
校
は
今
年
度
よ
り
「
グ
ロ

ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
」
お
よ
び
国
が
目
指
す

「
２
０
２
０
年
度
新
テ
ス
ト
」
に
向
け
て
の

対
策
も
視
野
に
入
れ
、
新
コ
ー
ス
設
立
、

そ
れ
に
伴
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
・
英
語
授
業
の

革
新
な
ど
大
改
革
を
行
い
、
新
た
な
ス
タ

ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
入
試
で
も
評
価
を
い

た
だ
き
、
中
学
校
入
試
に
お
き
ま
し
て
は
、

２
０
０
名
募
集
に
対
し
２
９
４
０
名
の
受

験
生
が
本
校
を
受
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
少
子
化
時
代
が
叫
ば
れ
て
い
る
現
代

に
お
い
て
、
こ
の
数
字
は
嬉
し
い
数
字
で

す
が
、
そ
れ
だ
け
責
任
は
重
く
な
り
ま
す
。

　
「
10
年
、
20
年
後
に
は
、
今
あ
る
職
業
の

半
分
は
な
く
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
衝
撃
的

な
論
文
（
英
国
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学

「
雇
用
の
将
来
」
等
）
も
話
題
に
な
る
ほ
ど
、

現
代
は
変
化
の
目
ま
ぐ
る
し
い
時
代
で
あ

る
と
言
え
ま
す
。
一
方
面
に
こ
だ
わ
る
知

識
・
技
能
だ
け
で
な
く
、
自
分
を
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
力
」
や
「
論
理
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
な
ど
の
総
合
的

な
力
量
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
新
た
な
取
り
組
み
を
盛

り
込
ん
だ
授
業
、
行
事
、
体
験
学
習
、
部

活
動
、
委
員
会
活
動
な
ど
を
は
じ
め
、
海

外
研
修
等
も
含
め
た
本
校
独
自
の
学
校
諸

行
事
の
す
べ
て
が
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

人
間
形
成
に
役
立
つ
も
の
と
確
信
し
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
、本
校
の
校
訓
で
あ
る「
情

熱
と
真
心
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、「
心
の
教
育
」

も
重
要
視
し
、「
人
間
力
を
兼
ね
備
え
た
、

世
の
中
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
社
会
の
変
化

に
対
し
て
積
極
的
に
対
応
で
き
る
リ
ー
ダ

ー
の
育
成
」
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
伸
ば
し
、

卒
業
式
を
迎
え
る
こ
ろ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

が
自
分
の
目
標
に
向
か
っ
て
突
き
進
ん
で

い
け
る
よ
う
、
さ
ら
に
指
導
体
制
の
充
実

に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

同
窓
会
の
会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
今
後
と
も
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様

方
の
ご
多
幸
と
益
々
の
ご
活
躍
と
ご
発
展

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
年
度
よ
り
高
等
学
校
教
頭
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
大
木
治
久
で
す
。

　

昨
年
度
は
中
学
校
教
頭
と
し
て
グ
ロ
ー

バ
ル
リ
ー
ダ
ー
ズ
コ
ー
ス
お
よ
び
Ｎ
．
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
コ
ー
ス
の
設
立
に
携
わ
り
ま

し
た
。
学
校
改
革
を
全
教
職
員
で
推
進
し

て
参
り
ま
し
た
結
果
、
入
学
試
験
で
は
前

年
度
よ
り
１
０
５
０
名
増
の
２
９
４
０
名

の
志
願
と
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の

数
字
は
神
奈
川
県
で
は
い
わ
ゆ
る
「
ぶ
っ
ち

ぎ
り
の
一
位
」
で
し
た
。
志
願
者
増
と
な
り

合
格
最
低
点
も
例
年
よ
り
10
％
以
上
高
く

な
り
、
難
易
度
も
高
く
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
在
校
生
、

保
護
者
、
卒
業
生
の
み
な
さ
ま
が
胸
を
張

っ
て
自
慢
で
き
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し

て
今
後
も
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

6
月
1
日
か
ら
3
週

間
、
教
育
実
習
生
と
し
て

勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
学
、
高
校
時
代
の
6

年
間
、
充
実
し
た
学
校
生

活
を
送
る
こ
と
の
で
き
た

母
校
に
教
育
実
習
生
と
し

て
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

　

実
習
期
間
中
は
、
教
育

へ
の
情
熱
と
生
徒
へ
の
真

心
を
強
く
持
っ
て
、
何
事

に
も
積
極
的
な
姿
勢
で
取

り
組
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
今
後
の
人
生

に
大
い
に
生
か
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
充
実
し
た

実
習
と
な
る
よ
う
精
一
杯

努
力
し
ま
す
。
お
忙
し
い

中
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
な
に
と
ぞ
ご
指
導

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

平
成
24
年
度
卒 

普
65
期

　

上
野　

紡



平成28年 6 月17日（金曜日）平成28年 6 月17日（金曜日）

〈
就
任
報
告
〉

　

新
た
な
教
職
員
の
方
々
が
着
任
さ
れ
ま

し
た
。
母
校
発
展
の
原
動
力
と
な
ら
れ
る

こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

漆
間
　
弘
好
（
数
学
科
）

平
成
28
年
４
月
よ
り
校
長
就
任

大
木
　
治
久
（
英
語
科
）

平
成
28
年
４
月
よ
り
高
等
学
校
教
頭
就
任

中
園
　
健
二
（
体
育
科
）

平
成
28
年
４
月
よ
り
中
学
校
教
頭
就
任

高
橋
　
良
治
（
体
育
科
・

　

日
本
大
学
櫻
丘
高
等
学
校
よ
り
異
動
・

　
　
　
　
　
　
　

本
校
卒
業
生
普
49
期
）

　

本
年
度
、
日
本
大
学
櫻
丘
高
等
学
校
か

ら
異
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
高
橋
良
治
で

す
。
担
当
教
科
は
保
健
体
育
で
、
高
校
２

年
Ｉ
組
の
担
任
、
部
活
動
は
柔
道
部
を
担

第52号（６）

教
員
室

（７）第52号 

〈
離
任
報
告
〉

　

母
校
発
展
の
た
め
に
御
尽
力
さ
れ
た
教

職
員
の
方
々
が
、
平
成
28
年
度
を
も
っ
て

離
任
さ
れ
ま
す
。
皆
様
の
今
後
益
々
の
ご

活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

漆
間
　
弘
好
（
校
長
、
数
学
科
）

入
船
　
洋
文
（
事
務
長
）

金
子
　
伸
一
（
体
育
科
、

　
　
　
　
　
　

前
同
総
会
事
務
局
長
）

松
川
　
良
隆
（
国
語
科
）

当
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
環
境
の
違
い
に
戸

惑
い
、
日
々
試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
で
す

が
、
夢
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
学
校
生
活
に

貢
献
出
来
る
よ
う
尽
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

佐
藤
　
豪
（
数
学
科
・

　

日
本
大
学
東
北
高
等
学
校
よ
り
異
動
・

　
　
　
　
　
　
　

本
校
卒
業
生
普
52
期
）

　

本
年
度
、
日
本
大
学
東
北
高
等
学
校
か

ら
異
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
佐
藤
豪
と
申

し
ま
す
。
教
科
は
数
学
を
担
当
い
た
し
ま

す
が
、
前
任
校
で
は
情
報
の
授
業
を
中
心

に
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
。ま
た
、ロ
ボ
ッ

ト
製
作
を
通
じ
て
モ
ノ
づ
く
り
に
挑
戦
で

き
る
生
徒
の
育
成
に
長
く
関
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
本
校
で
は
高
校
１
年
Ｆ
組
の
学
級

担
任
、
部
活
動
は
物
理
部
と
体
操
部
を
担

当
い
た
し
ま
す
。

　

生
徒
の
夢
の
実
現
の
た
め
の
様
々
な
挑

戦
の
手
助
け
が
で
き
る
よ
う
、
最
大
限
尽

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

鈴
木
　
純
（
体
育
科
）

 

本
年
度
よ
り
日
本
大
学
高
等
学
校
中
学

校
に
着
任
致
し
ま
し
た
鈴
木
純
で
す
。
教

科
は
保
健
体
育
を
、
部
活
動
は
体
操
部
を

担
当
し
ま
す
。
私
は
今
ま
で
た
く
さ
ん
の

先
生
方
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
生
き
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
自
分
が
教
員
と
し
て

生
徒
を
支
え
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
、
全
力

で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

杉
下
　
雄
志
（
理
科
）

　

本
年
度
よ
り
日
本
大
学
高
等
学
校
中
学

校
に
着
任
致
し
ま
し
た
杉
下
雄
志
と
申
し

ま
す
。
日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部
を
卒

業
後
、
念
願
の
専
任
教
員
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。教
員
と
い
う
立
場
に
な
り
、

ま
だ
ま
だ
日
も
浅
く
分
か
ら
な
い
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
す
が
、
生
徒
１
人
ひ
と
り
が

充
実
し
た
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ

う
、
日
々
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

〈
訃
報
〉

花
形
　
勝
（
理
科
）

平
成
28
年
４
月
13
日　

死
去
（
80
歳
）

　

平
成
28
年
6
月
2
日
、
同
窓
会
の
事
務

局
長
を
長
年
の
間
務
め
ら
れ
て
い
た
金
子

伸
一
先
生
が
め
で
た
く
定
年
退
職
を
迎
え

ら
れ
た
。

　

金
子
先
生
は
昭
和
49
年
4
月
に
日
本
大

学
高
等
学
校
・
中
学
校
に
非
常
勤
講
師
と

し
て
採
用
さ
れ
、
昭
和
50
年
4
月
よ
り
専

任
教
諭
と
し
て
着
任
さ
れ
た
。

　

本
校
で
は
、
保
健
体
育
科
の
教
諭
と
し

て
生
徒
指
導
に
尽
力
し
、
保
健
体
育
科
の

主
任
を
経
て
43
年
に
渡
り
教
鞭
を
ふ
る
っ

た
。

　

同
窓
会
事
務
局
長
と
し
て
ご
尽
力
し
て

い
た
だ
き
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
益
々
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
で

お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。

尾﨑酒造株式会社　森博文氏より、平成28年度 同窓会総会に
寄付をしていただいた。本校卒業生である森氏の勤める尾﨑酒
造株式会社は、明治初期に創業した老舗酒造である。紀伊半島
南岸に位置する和歌山県新宮市で、世界遺産の熊野川の伏流水
を汲み上げ、清酒「太平洋」「熊野三山」や焼酎、リキュールを
造り続けている。手造りの醸造を守り続けて醸す、甘みがあっ
てキレの良いすっきりした飲みあきしない味わいをお楽しみい
ただけます。

社名：尾﨑酒造株式会社　住所：和歌山県新宮市船町3-2-3
TEL：0735-22-2105　URL：http://ozakisyuzou.jp

ＯＢからの寄付

金
子
伸
一
先
生

　

定
年
退
職

金
子
伸
一
先
生

　

定
年
退
職

便り便り便り便り便りOBOBOBOBOB
　平成27年12月、漫才コンテスト「M-1グランプリ
2015」で、よしもとクリエイティブ・エージェンシー所
属のお笑いコンビ「トレンディエンジェル」が初優勝を
飾った。コンビの１人の斎藤　司（さいとう　つかさ）氏
は、本校卒業生であり、自身のはげを笑いにしたネタで
大人気のお笑い芸人である。多忙の中で、本校での高校
時代の思い出話を頂いた。

　僕が日大高校だったのはだいぶ昔になるんですね、いま85歳なのでもうかれこれ60年まえか。。。
　という風に面白いことを言えるような存在ではなかったですよ、高校時代は。
　中学までは賑やかな少年だったのですが、持ち前の人見知りを発揮してしまったのが一番の苦い思い
　出ですね。
　おかげで友達作りに苦労して、もう途中から諦めましたけど笑
　高校から入ったんで、付属のノリがまた苦手で相当びびってました。笑

　休憩中の特技は眠くないのに「ねみぃ」というのが口癖でした。
　それぞれ担任の先生にもご迷惑おかけしましたよ。なかなか難しい
生徒でしたね。笑
　そんな中クラスにはおしゃれな高校生が載るストリートニュースと
いう雑誌に載る同級生もいて、彼がちやほやされるのをみてこれしか
ないと。
　それで芸能人になれば自分から話しかけに行かなくても話しかけて
もらえると思ったのがきっかけかもしれないですね。
　良くも悪くもお笑い芸人になれた起爆剤となった高校時代でした。

斎藤　司　　

高校から入ったんで、付属のノリがまた苦
休憩中の
それぞれ

生徒でした
そんな中

いう雑誌に
ないと。
それで芸

もらえると
良くも悪

（右が斎藤 司氏）
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会
合
名

①
開
催
月
日　

②
招
待
恩
師

③
参
加
人
員　

④
会
場　

⑤
そ
の
他

〔
第
4
回
日
大
高
校
昭
和
41
年
度

卒
業
生
の
集
い
〕

①
Ｈ
26
年
6
月
21
日

②
藤
山
秀
雄
先
生
、
水
田
信
道
先
生
、

川
嶋
伸
元
先
生
、
片
桐
良
一
先
生
、

高
橋
芳
興
先
生

③
58
名　

④
メ
ル
パ
ル
ク
横
浜　

⑤

〔
Ｓ
3
Ｊ
の
ク
ラ
ス
会
〕

①
Ｈ
26
年
11
月
30
日　

②
新
屋
先
生

③
18
名

④
居
酒
屋
レ
ス
ト
ラ
ン 

た
つ
み

⑤

〔
商
3
Ｂ
ク
ラ
ス
会
〕

①
Ｈ
27
年
5
月
9
日

②
内
田
一
夫
先
生　

③
18
名

④
横
浜
駅
西
口
季
節
料
理
「
な
か
一
」

⑤
一
年
半
ぶ
り
の
ク
ラ
ス
会
。
今
回

は
恩
師
の
「
卒
（
卆
）
寿
」
を
祝
っ
て

開
催
し
た
。
57
名
の
在
籍
者
の
う
ち
、

す
で
に
故
人
と
な
っ
た
者
13
名
、
住

所
不
明
者
18
名
。
恩
師
を
入
れ
て
18

名
の
参
加
者
だ
っ
た
が
、
前
回
よ
り

参
加
者
は
4
名
増
え
た
。
話
せ
ど
も

尽
き
ぬ
60
年
前
の
思
い
出
話
に
時
の

過
ぎ
る
の
も
忘
れ
た
。
い
つ
も
な
が

ら
の
同
窓
会
か
ら
の
ご
援
助
、
大
変

助
か
り
ま
し
た
。
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

〔
サ
ン
パ
チ
ビ
ー
飛
田
会

（
昭
和
38
年
Ｂ
組
）〕

①
Ｈ
27
年
5
月
16
日

②
飛
田
三
味
先
生
ご
夫
妻

③
先
生
ご
夫
妻
を
含
め
15
名

④
横
浜
中
華
街　

聘
珍
樓

⑤
「
櫻
友
」
と
卒
業
時
の
集
合
写
真
の

写
し
が
出
席
者
全
員
に
配
布
さ
れ
た
。

栃
木
幹
事
長
か
ら
挨
拶
と
本
会
合
の

経
緯
の
説
明
が
あ
り
、
続
い
て
、
飛

田
先
生
の
ご
挨
拶
を
戴
い
た
。
そ
の

後
、
飲
食
と
歓
談
を
通
じ
て
、
元
生

徒
が
一
人
づ
つ
自
己
Ｐ
Ｒ
を
行
っ

た
。
最
後
に
、
飛
田
先
生
の
奥
様
か

ら
ど
の
よ
う
に
飛
田
先
生
を
支
え
て

戴
い
た
か
の
ご
説
明
を
戴
い
た
。
そ

の
後
、
次
回
会
合
を
打
ち
合
わ
せ
て
、

盛
会
の
う
ち
に
閉
会
し
た
。

〔
桜
寿
会
〕

①
Ｈ
27
年
5
月
29
日　

②
野
澤
拓
夫
先
生　

③
25
名

④
横
浜
中
華
街
同
發
別
館

⑤
桜
寿
会
も
本
年
度
懇
親
を
来
年
度

会
員
予
定
者
野
澤
拓
夫
先
生
を
招
待

し
、
25
名
の
参
加
者
で
行
い
ま
し
た
。

年
令
に
め
げ
ず
、
元
気
な
姿
で
参
加

し
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

現
在
数
学
科
の
内
田
一
夫
先
生
が
最

長
老
で
す
。
遠
く
は
山
形
の
片
桐
先

生
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〔
ハ
セ
ユ
リ
会
〕

①
Ｈ
27
年
6
月
28
日

②
長
谷
川
有
里
先
生　

③
7
名

④
ド
マ
ー
レ
湘
南
日
吉
店

⑤
中
学
3
年
生
時
の
恩
師
と
の
再
会

に
話
も
盛
り
上
が
り
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

〔
第
18
期
合
同
ク
ラ
ス
会
〕

①
Ｈ
27
年
9
月
27
日　

②
8
名　

③
151
名　

④
崎
陽
軒　

⑤

第52号（８）（９）第52号 

母
校
だ
よ
り

　平成28年度神奈川県高等学校野球春季大会が行われ、本校硬式野球部が第
68回春季関東地区高等学校野球大会への出場を果たした。強豪校がひしめく
神奈川県で、着々と力をつけた本校硬式野球部は、見事に準優勝の結果を残し
た。5月21日からの関東大会で力を存分に発揮し、夏の甲子園出場へ向け、勢い
をつけるだろう。
　また、剣道部、柔道部、体操部、中学ラグビー部、ラクロス部、チアリーディン
グ部、射撃部、ゴルフ部が関東大会出場を決めた。

関東大会出場!!関東大会出場!!

　現在、約70名の部員が所属しており、中
学男子・高校男子・中高女子の3団体に分か
れて練習をしております。
　平成19年に現在のテニスコートが完成するまでは，テニス
コートがない時代もあり、その頃は、コートでの練習は月に
１回程度しかできませんでした。現在、その当時に比べれば、
練習環境としては改善をしましたが、十分な練習をするに
は、まだまだ厳しい状況が続いております。
　今も昔もですが、その厳しい環境の中でも、テニスが好き
で、学校で部活動としてテニスをやりたいと熱い気持ちを
もった生徒が多く集まっています。

平成27年度
　■神奈川県高等学校新人テニス大会
　　女子シングルス　本戦出場　石塚真惟
　■第32回横浜地区高等学校
　　テニスリーグ大会
　　男子8部　第5位（平成28年度は9部）
　　女子8部　第4位（平成28年度は8部）
　その他各種大会出場

テニス部活動報告

　中高合わせて13名（これでもかなり増えたのですが!?）の弱小
部ですが、少数精鋭部隊でがんばっています。
　入学式・卒業式などの式典をはじめ、桜苑祭や体育大会、学校
説明会まで、あらゆる学校行事の裏方を担当する傍ら、毎週水
曜OAのお昼の放送「みのラジ」や大会に出品する映像
番組などを部員全員で制作。直近では、横浜のSR

（Super Ranger＝特別高
度救助部隊）を取材した
ドキュメンタリーで、8月
に広島で行われる全国大
会に挑みます。

放送部活動報告

平成27年度
　■神奈川県高等学校総合文化祭放送情報大会
　　VM（ビデオメッセージ）部門 2位
　■神奈川県高等学校放送アンデパンダン大会
　　映像部門 １位
　その他、アナウンス・朗読部門にも毎年出場
平成28年度
　■全国高等学校総合文化祭広島大会出場予定
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〔
第
66
期
成
人
式
同
窓
会
〕

①
Ｈ
28
年
１
月
11
日

②
押
尾
学
先
生
、
榊
原
一
雅
先
生
、

𠮷
武
眞
二
先
生
、
二
神
武
志
先
生
、

政
所
太
郎
先
生
、
金
子
貴
仁
先
生
、

梶
野
愛
先
生
、
黒
田
み
さ
き
先
生

③
100
名　

④
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｃ
横
浜　

⑤

〔
ア
パ
ッ
チ
会
〕

①
Ｈ
28
年
３
月
５
日

②
内
田
一
夫
先
生
、
芦
沢
作
男
先
生

③
26
名　

④
「
玉
響
」
二
子
玉
川
店

⑤
卒
業
五
十
年
を
記
念
し
て
両
先
生

に
色
紙
を
贈
り
ま
し
た
。

〔
櫻
美
会
〕

①
②
③
17
名　

④
日
ノ
出
町
「
一
会
」

⑤〔
第
66
期
普
通
科
特
進

　

高
校
３
年
Ｍ
組
ク
ラ
ス
会
〕

①
Ｈ
28
年
３
月
27
日

②
押
尾
良
仁
先
生
、
髙
田
直
樹
先
生

③
19
名

④
個
室
ダ
イ
ニ
ン
グ
季
節
の
詩

　

横
浜
駅
西
口
店

⑤
押
尾
先
生
、
髙
田
先
生
、
お
二
人

と
も
お
変
わ
り
な
く
安
心
し
ま
し

た
。
両
先
生
も
わ
れ
わ
れ
卒
業
生
も
、

ホ
ッ
と
で
き
る
時
間
を
共
有
し
、
と

て
も
楽
し
く
す
ご
せ
ま
し
た
。

〔
日
大
四
中
第
16
期
同
期
会
〕

①
Ｈ
28
年
４
月
15
日

②　

③
12
名

④
横
浜
東
口
「
大
陸
」
ス
カ
イ
ビ
ル

11
階　

⑤

〔
四
桜
会
〕

①
Ｈ
28
年
５
月
９
日

②　

③
14
名

④
崎
陽
軒
３
階　

⑤

　

こ
こ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
会
以
外
に
も
、
数
多
く
の
ク

ラ
ス
会
や
同
期
会
、
Ｏ
Ｂ
会
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
を
掲

載
す
る
こ
と
は
紙
面
の
都
合
上

難
し
い
の
で
、
一
部
を
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
数

年
、
若
い
年
代
に
よ
る
同
窓
会
や

同
期
会
な
ど
も
盛
ん
に
開
催
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
集
合
写
真

と
と
も
に
幹
事
の
方
の
報
告
文

な
ど
も
ぜ
ひ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

各
会
へ
の
同
窓
会
よ
り
補

助
費
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

幹
事
の
方
か
ら
同
窓
会
事
務

局
へ
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ

ば
対
応
い
た
し
ま
す
。
集
合

人
数
に
よ
っ
て
補
助
費
が
増

額
さ
れ
ま
す
。
通
信
費
等
に

お
役
立
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　

な
お
会
終
了
後
に
は
、
人

数
等
の
報
告
と
合
わ
せ
て
写

真
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。「
桜

友
」
へ
掲
載
い
た
し
ま
す
。

50
名
未
満　

１
０
，０
０
０
円

50
名
以
上　

２
０
，０
０
０
円

100
名
以
上　

５
０
，０
０
０
円

150
名
以
上　

８
０
，０
０
０
円

E-mail : dosokai@yokohama.hs.nihon-u.ac.jp

同
窓
会
・
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
・

地
区
会
へ
の
補
助
に
つ
い
て

第52号（10）（11）第52号 

〔
横
浜
会
〕

①
Ｈ
27
年
9
月
28
日

②
高
橋
先
生
欠
席　

③
10
名

④
横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル

⑤
恒
例
の
横
浜
会
が
今
宵
も
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
眺
望
・
グ
ル
メ
・
ト
ー
ク
・

ラ
イ
ヴ
Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
を
楽
し
み
な
が
ら

今
後
の
会
の
活
性
化
に
つ
い
て
激
論

ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
！
再
会

〔
日
大
高
校
11
期
Ｆ
組
ク
ラ
ス
会
〕

①
Ｈ
27
年
9
月
30
日　

②　

③
17
名

④
カ
サ
・
デ
・
フ
ジ
モ
リ
関
内
店

⑤

〔
商
業
12
期
C
組
ク
ラ
ス
会
〕

①
Ｈ
27
年
10
月
17
日　

②　

③
20
名

④
横
浜
中
華
街
状
元
樓
本
店　

⑤

〔
第
52
回
喜
桜
会
〕

①
Ｈ
27
年
10
月
18
日　

②　

③
32
名

④
き
み
さ
ら
ず
ゴ
ル
フ
リ
ン
ク
ス

⑤

〔
普
通
科
8
期（
昭
和
31
年
卆
）

E
組
ゴ
ル
フ
会
〕

①
Ｈ
27
年
10
月
21
日　

②
な
し

③
7
名　

④
鎌
倉
Ｃ
Ｃ

⑤
私
達
の
ク
ラ
ス
は
、
毎
年
1
回

（
2
月
）
の
ク
ラ
ス
会
と
、
年
2
回
の

ゴ
ル
フ
会
（「
桜
31
会
」）
を
続
け
て

い
ま
す
。

　

ゴ
ル
フ
会
は
、
多
い
時
は
12
名
以

上
で
し
た
。
年
令
77
才
を
超
し
、
少

し
ず
つ
減
っ
て
い
ま
す
が
、
つ
い
に

会
の
名
称
と
同
じ
「
31
回
目
の
ゴ
ル

フ
会
」
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

当
面
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
の

２
０
２
０
年
ま
で
、
42
回
目
ま
で
を

目
標
に
頑
張
り
ま
す
。

〔
日
大
高
校
藤
本
組
同
窓
会
〕

①
Ｈ
27
年
11
月
3
日

②
藤
本
義
人
先
生
、
富
田
優
子
先
生

③
14
名　

④
天
吉
（
関
内
）

⑤
毎
年
恒
例
行
事
と
成
り
、
毎
回
楽

し
み
に
参
加
し
て
頂
く
方
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
出
来
る
限
り
こ
の
会
が

続
く
こ
と
を
皆
願
っ
て
お
り
ま
す
。

〔
ク
ラ
ス
会
〕

①
Ｈ
27
年
11
月
15
日

②
新
屋
先
生　

③
20
名

④
元
住
吉
オ
リ
エ
ン
タ
ル　

⑤

〔
佐
久
間
会
〕

①
Ｈ
27
年
11
月
20
日

②
佐
久
間
佑
典
先
生　

③
16
名

④
桜
木
町
ブ
リ
ス
ベ
イ
ホ
テ
ル

⑤
先
生
の
誕
生
日
に
毎
年
行
っ
て
ま

し
た
が
、
今
年
は
連
休
に
な
る
た
め

十
一
月
二
十
二
日
と
変
更
し
た
た
め
、

参
加
者
が
例
年
よ
り
少
な
め
で
し
た
。

先
生
を
お
迎
え
し
て
中
学
・
高
校
時

代
や
現
在
の
話
し
で
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

〔
香
川
級
ク
ラ
ス
会
〕

①
Ｈ
27
年
11
月
21
日　

②
香
川
夏
治
先
生　

③
15
名

④
「
桂
川
」

ホ
テ
ル
キ
ャ
メ
ロ
ン
ジ
ャ
パ
ン
6
階

⑤〔
日
大
高
同
期
会
〕

①
Ｈ
27
年
12
月
3
日　

②　

③
10
名

④
横
浜
西
口
駅
前
店
北
海
道

⑤
始
め
十
五
名
の
出
席
の
返
事
。

十
一
月
末
日
ま
で
に
欠
席
の
連
絡
又

当
日
ド
タ
キ
ャ
ン
壱
名
。
最
後
十
名

の
ク
ラ
ス
会
に
な
り
ま
し
た
。
皆
、

八
十
一
才
を
数
え
体
調
が
お
も
わ
し

く
な
い
様
子
…
元
気
い
っ
ぱ
い
は
小

生
だ
け
に
な
り
そ
う
だ
。

〔
日
大
中
高
60
期
同
窓
会
〕

①
Ｈ
27
年
12
月
26
日

②
佐
久
間
佑
典
先
生
、榊
原
一
雅
先
生
、

長
澤
克
己
先
生
、
伊
藤
謙
吾
先
生
、

政
所
太
郎
先
生　

③
70
名

④
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル　

⑤

　平成27年6月19日（金）、横浜ベイシェラトンホテルにおいて、日本大学高等学校・中
学校同窓会総会が開催されました。野澤拓夫前校長をはじめ、数多くの恩師をお迎え
し、旧交を温めながら楽しいひと時を過ごすことが出来ました。幅広い年代の方々に
集まっていただき、くじ引きや校歌斉唱などで大きく盛り上がった総会となりました。


